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特 集

村民アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。
　中島村では平成25年度に村の最上位計画となる「中島村第５次総合振興計画」を策定し、その計画に基づき、
様々な施策や事業を行ってまいりました。この計画が令和４年度で終了することから、施策や事業に対する村民
のみなさまの満足度や要望などをお聞きし、次期第６次総合振興計画（仮称）に向けて検討を進めていくため、
アンケート調査を実施しました。集計結果の詳細については今後村ホームページなどで公表する予定です。ご協
力いただいたみなさまのご意見を基に、新たな計画策定に向け今年度取り組んでまいります。

▶アンケートの概要 ▶アンケート回収率
一般村民向け 10代向け

調査対象地域 中島村内全域

調査対象者 村内在住の満20歳以
上85歳以下の男女

村内在住の平成15年４月
２日から平成18年４月１
日までに生まれた男女

調査対象者数 600名 153名

対象者抽出方法 住民基本台帳より
無作為抽出 該当者全員対象

調査方法 郵送配布、
郵送回収・オンライン回答（グーグルフォーム）

調査期間 令和４年１月19日～３月31日

一般村民向け

対象
者数

有効回収件数
有効回答率

郵送 オンライン

600 195 41 39.3％

10代向け

対象
者数

有効回収件数
有効回答率

郵送 オンライン

153 38 30 44.4％

全体の回収率

40.３％

　▶中島村が住みやすいと思いますか。

【一般村民】
　「どちらかといえば住みやすい」、「住みやすい」と感じる割合
が79.1％と半数以上となりました。住みやすい理由としては、「自
然が豊か、閑静な住環境」54.8％、「子育てがしやすい」21.8％、
「通勤・通学に便利」6.9％、「地域の交流がある」6.5％、買い物
など日常生活が便利」6.0％、「その他」4.0％の順となりました。
　「あまり住みやすくない」、「住みやすくない」と感じる割合は
20.9％となりました。住みやすくない理由としては、「買い物など日常生活が不便」50.6％、「通勤・通学に
不便」36.1％、「地域になじめない」6.0％、「周辺の住環境が悪い」2.4％、「子育てがしやすくない」2.4％、
「その他」2.4％の順となりました。
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【10代】
　「どちらかといえば住みやすい」39.7％、「住みやすい」29.4％
と感じる割合が69.1％と半数以上となりました。
　住みやすい理由としては、「自然が豊か、閑静な住環境」が最も多
く64.5％。次いで「地域の交流がある」14.5％、「買い物など日常
生活が便利」11.3％、「通勤・通学に便利」9.7％となりました。
　「あまり住みやすくない」25.0％、「住みやすくない」5.9％と感
じる割合は30.9％となり、一般村民と比べ「住みやすくない」と感じる方が約10％増えました。住みやすくない
理由としては、「通勤・通学に不便」が最も多く52.6％。次いで「買い物など日常生活が不便」34.2％、「周囲
の住環境が悪い」「地域になじめない」が同率の2.6％でした。
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　▶中島村の良いところ
【一般村民】
　「人が優しい」、「自然豊か」、「静か」など環境が良いところが最も多く、次いで「子育てがしやすい」、
「災害が少ない」、「コロナ給付金」、「温泉施設の75歳以上の無料化」などの福祉が充実している、「役場の対
応が良い」、「童里夢公園がきれい」などが続きました。
【10代】
　「地域の人が優しい」、「自然豊か」など環境が良いところが最も多く、次いで「土曜授業が充実していた」
「村で行っている勉強会」などの教育環境が充実している、「子育て支援の充実」などが続きました。

　▶中島村の悪いところ
【一般村民】
　「スーパーがない」、「買い物が不便」などの買い物に関するところが最も多く、次いで「公共交通機関がな
い」、「村社会が閉鎖的である」、「道路が狭い・歩道が無い」、「役場の対応が不十分」、「医療体制が整って
いない」、「街灯が少ない」などが続きました。
【10代】
　「公共交通機関がない」、「買い物が不便」が最も多く、次いで「道路が狭い・歩道が無い」、「学校施設が古
い」などの教育環境に関することが続きました。

　▶将来、中島村に住みたいと思いますか。
【10代】
　「分からない」39.7％、「中島村以外にも住みたいがいずれは戻
ってきたい」27.9％、「住みたくない」22.1％、「住みたい」8.8％
の順となり、住みたいと感じている10代の方は36.7％となりました。
　中島村に住みたい理由としては、「中島村が好きだから」44.0％、
「家族と一緒に住みたいから」28.0％、「家を継ぐから」12.0％、
「中島村で就職したいから」「その他」4.0％となりました。
　住みたくない理由としては、「中島村の近くでやりたい仕事がないから」31.0％、「都会の生活にあこがれてい
るから」28.6％、「家族から離れ、自立したいから」16.7％、「その他」11.9％、「中島村に愛着がないから」
7.1％となりました。
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　▶今後10年間でどの分野に特に力を入れるべきだと感じていますか。
【一般村民】
　「安全で安心して暮らせる村づくり」
21.8％、「快適で住みよい村づくり」
21.8％、「誰もがいきいきと生活できる
村づくり」19.9％、「地域の活力を生か
した村づくり」18.4％、「子どもを育み
生涯学べる村づくり」12.2％、「村民総
参加による村づくり」4.1％、「その他」
1.9％の順となりました。
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区長・副区長・行政連絡員　委嘱状交付

R４.６   広報なかじま

　４月21日（木）生涯学習センター輝ら里で「行政区長会議」が開催され、村長から行政区長に委嘱状が交付さ
れました。会議では、村から各行政区に交付される補助金などについて説明が行われました。
　区長・副区長・行政連絡員の方々は、村行政や各種イベントの連絡活動の中心となり、「地域と行政」を結ぶ
パイプラインとしての役割を担います。

※今年度の区長・副区長・行政
連絡員合同会議は、コロナウ
イルス感染症拡大防止のため、
開催せず委嘱状及び関係文書
を送付いたしました。

◀
代
表
で
村
長
よ
り
委
嘱
状
交

付
を
受
け
る
元
村
行
政
区
長

古
内
健
司
さ
ん

令和４年度　行政区長・副区長・行政連絡員名簿
শུʣܟ˞੓۠長ɾ෭۠長ʢߦ˔ শུʣܟ˞੓࿈བྷһʢߦ˔

中島村公共施設における放射線測定値
・毎週月曜日（祝日の場合は次の平日）測定（各公民館などについては隔週）
・測定時間：午前中　・測定の高さ：地上から５０ｃｍ （単位：μ Sv/h）

月日
役場本
庁舎前
駐車場

童里夢公園
わんぱく
広　場

中　島
保育所

中　島
幼稚園

滑　津
小学校

吉子川
小学校

中　島
中学校

中島村
児童館
輝らキッズ

生涯学習
センター
輝ら里

改　善
センター
グラウンド

浦　原
ふれあい
公　園

原　山
住　宅
公　園

浦　原
公民館

二子塚
ふれあい
センター

川原田
ふれあい
センター

町　畑
公民館

迎久保
公民館

大泉坊
ふれあい
センター

5/9 0.06 0.08 0.08 0.07 0.07 0.07 0.08 0.08 0.12 0.10 0.08 0.09 0.07 0.07 0.08 0.07 0.08 0.07 

月日
役場本
庁舎前
駐車場

童里夢公園
わんぱく
広　場

中　島
保育所

中　島
幼稚園

滑　津
小学校

吉子川
小学校

中　島
中学校

中島村
児童館
輝らキッズ

生涯学習
センター
輝ら里

改　善
センター
グラウンド

松　崎
ふれあい
センター

小　針
公民館

代　畑
公民館

岡ノ内
公民館

元　村
コミュニティ
センター

御蔵場
住　宅

二ツ山
住　宅

5/2 0.05 0.07 0.08 0.07 0.08 0.07 0.08 0.07 0.11 0.10 0.07 0.08 0.07 0.08 0.07 0.07 0.07 

੓۠ߦ ۠長ɾ෭۠長

滑津原 区　長 水野谷　剛夫
副区長 野 尻 　 勝 幸

元　村 区　長 古 内 　 健 司
副区長 長谷部　政良

岡ノ内 区　長 向 井 　 泰 明
副区長 富 永 　 義 友

小　針 区　長 畠山　忠太郎
副区長 小 林 　 善 朗

代　畑 区　長 小 室 　 修 一
副区長 小 室 　 重 克

松　崎 区　長 国 井 　 淳 一
副区長 小 針 　 知 倫

浦　原 区　長 小 針 　 一 夫
副区長 矢 吹 　 静 夫

二子塚 区　長 吉 田 　 典
副区長 丹 内 　 賢 一

原　山 区　長 早 川 　 真 吾
副区長 芳 賀 　 恵 美

川原田 区　長 鈴 木 　 正 雄
副区長 櫻 下 　 喜 吉

吉　岡 区　長 天 倉 　 健
副区長 ⻆ 田 　 祐 樹

஍۠ ੓࿈བྷһߦ
二 ツ 山 野 尻 　 勝 幸
中 島 本 宮 　 健 一
原 中 井 上 　 伸 一
平 名 塚 小 林 　 強
下 平 名 塚 髙 原 　 清 昭
原 下 小 室 　 栄 光
西 平 名 塚 近 藤 　 正 明
二 ツ 山 住 宅 小 針 　 綾 佳
中島ニュータウン 十文字　菊雄
中島グリーンタウン 岸 田 　 優 子
背戸原西ニュータウン 馬 水 　 徹 也
新 田 金 沢 　 隆 幸
上 大 町 吉 田 　 政 樹
下 大 町 野 木 　 孝 作
八 幡 前 野 木 　 俊 明
横 町 瀨 谷 　 康 士
西 荒 町 長谷部　政良
東 荒 町 古 内 　 徹
中島東ニュータウン 根 本 　 寛 秋
御 蔵 場 住 宅 北 住 　 明 子
上 岡 ノ 内 富 永 　 義 友
下 岡 ノ 内 向 井 　 泰 明

஍۠ ੓࿈བྷһߦ
小 針 小 林 　 善 朗
代 畑 小 室 　 修 一
松 美 有 松 　 保 則
松 代 宮 本 　 敏 夫
浦 原 １ 矢田部　昌巳
浦 原 ２ 柴 田 　 重 美
中 島 ハ イ ツ 田 中 　 悦 男
浦原ニュータウン 八 代 　 孝
マ イ タ ウ ン 相 樂 　 浩 幸
二 子 塚 西 長 倉 　 健 一
二 子 塚 東 近 藤 　 浩 平
後 山 丹 内 　 賢 一
原 山 自 治 会 猪狩　菜津美
原 山 住 宅 芳 賀 　 恵 美
川 原 田 １ 木 村 　 寛 人
川 原 田 ２ 廣 澤 　 甚 一
川 原 田 ３ 鎗 田 　 浩
川 原 田 ４ 水野谷　一郎
上 栄 水野谷　和洋
町 畑 長 田 　 喜 寛
迎 久 保 天 倉 　 健
大 泉 坊 ⻆ 田 　 祐 樹
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令和５年度中島村職員採用候補者一次試験のお知らせ

新型コロナウイルス感染症に関する相談窓口

▶試験の方法　（一 般 事 務）教養試験及び適性検査
　　　　　　　　（資格免許職）教養試験、専門試験及び適性検査
▶第一次試験日　７月10日（日）
▶場　　　　所　福島市金谷川１番地　福島大学
▶受験手続及び受付期間
（１）受付期間
　　　　５月11日（水）８：30から６月10日（金）17：15まで
　　　　※郵便による申込書提出の場合は、６月８日（水）までの消印のあるものに限り受け付けます。
（２）申込用紙の請求

　申込用紙は、本村役場総務課で交付します。郵便により申込書を請求する場合は、封筒の表に「職
員（大学卒程度・保健師・幼稚園教諭）採用試験申込用紙請求」と朱書し、120円切手を貼った宛先
明記の返信用封筒（角型2号）を必ず同封してください。

（３）申込の方法
　申込用紙に必要事項を記入して本村役場総務課に持参または郵送で提出してください。申込書を郵
送する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込」と朱書し、必ず簡易書留にて送付してください。
　詳細は、総務課までお問い合わせください。

問総務課　☎５２-２１１１

問保健福祉課　☎５２-2174

職種（採用人数） 受　　　験　　　資　　　格

大学卒程度 一般事務（若干名） 昭和62年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた者（学
歴不問）。

資格免許職

保健師（若干名）
昭和62年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた者（学歴不
問）。ただし、保健師の免許を有する者又は令和５年３月までに取得
見込みの者に限ります。

幼稚園教諭（若干名）

昭和62年４月２日から平成15年４月１日までに生まれた者（学
歴不問）。ただし、幼稚園教諭、保育士の免許をそれぞれ有する
者又は令和５年３月までに取得見込みの者に限ります。（適宜人
事異動があります。）

相談内容 窓口 開設時間 電話番号
発熱、咳、体のだるさなどの症状があ
る場合（かかりつけ医がいないなど） 受診・相談センター 24時間対応 ☎0120-567-747

新型コロナウイルス感染症に関
する相談

一般相談
（コールセンター）

平　日　８：30～21：00
土日祝　８：30～17：15 ☎0120-567-177

新型コロナワクチン副反応に関
する相談

福島県新型コロナワクチン
副反応コールセンター

９：00～20：00
（年中無休） ☎0120-336-567

新型コロナ小児ワクチン副反応
に関する相談

福島県新型コロナワクチン
子ども相談窓口 ９：00～20：00 ☎0120-191-567

新型コロナウイルス感染症の影
響による精神面の相談

新型コロナウイルス感染症に
よる「こころ」の相談窓口 平　日　９：00～17：00 ☎024-535-5560

お知らせ
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お知らせ

消防団年間報酬の改定について

金婚夫婦及びダイヤモンド婚夫婦表彰の申込

お詫びと訂正

　国により示された報酬等改定指針に基づき「中島村消防団設置等に関する条例」の年間報酬額などの改定を
行いました。令和４年４月１日より施行された改定内容は、下記のとおりです。

　村では長年にわたり苦楽をともにされてきたご夫婦を祝福するため、敬老会において「しあわせ金婚夫婦
（婚姻より50年を迎えられたご夫婦）」、「ダイヤモンド婚（同60年）」を表彰いたします。対象となる方
は、中島村社会福祉協議会または、保健福祉課まで申し出てください。

▶しあわせ金婚夫婦表彰対象者（福島民報社事業）…昭和47年１月１日から同年12月31日までに結婚した夫婦。
▶ダイヤモンド婚夫婦表彰対象者（村事業）…昭和37年１月１日から同年12月31日までに結婚した夫婦。
　※どちらも昨年届け出漏れがあった該当者も対象とします。
▶締切日　７月１日（金）必着

令和４年広報なかじま５月号に掲載した
記事に一部誤りがありましたので訂正し
てお詫びします。
▶該当ページ
P.15「山林での開発行為について」

ʢޡʣ

ʢਖ਼ʣ

問住民生活課　☎５２-２１１２

問社会福祉協議会　☎５２-３４００
　保健福祉課　　　☎５２-２１７４

問企画振興課　☎５２-2113

▶年間報酬 ▶出動報酬（手当）

役　　職
年　額　報　酬

改正前 改正後
団 長 175,200円 240,000円

副 団 長 109,600円 160,000円

指 導 部 長 72,900円 160,000円

分 団 長 51,500円 110,000円

ラ ッ パ 隊 長 51,500円 110,000円

副 分 団 長 40,500円 80,000円

指 導 副 部 長 40,500円 80,000円

部 長 37,200円 61,000円

ラッパ副隊長 40,500円 80,000円

タンク車隊長 33,400円 61,000円

班 長 23,900円 46,000円

団員　基本団員 21,400円 36,500円

改正前
改　　正　　後

区　分 時　間 金　額

消防団員が
職務のため
出動した場
合は、当該
出動につき
1,000円の
出動手当を
支給する。

災害（警戒
の場合を含
む）による
出動

１時間未満 １回当たり
1,000円

１時間以上
２時間未満

１回当たり
2,000円

２時間以上
４時間未満

１回当たり
4,000円

４時間以上
８時間未満

１回当たり
8,000円

８時間以上

１回当たり
8,000円に、
８時間を超え
た時間に１
時間ごとに
1,000円を加
算した金額

その他出動 １回当たり
1,000円

開発面積 届出先 届出書類
1ha以上 都道府県 林地開発計画書 ほか

0.01ha～1ha 市町村 小規模林地開発計画書 ほか
0.01ha以下 不要 不要

開発面積 届出先 届出書類
1haを超える面積 都道府県 林地開発計画書 ほか

0.01haを超え1ha以下 市町村 小規模林地開発計画書 ほか
0.01ha以下 不要 不要
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第３弾

お知らせ

問اըৼڵ՝ɹὸ̑̎ʵ̎̍̍̏

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金  地域経済回復給付事業

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

なかじま輝
き
らメキ商品券６月４日より利用開始‼

　新型コロナウイルス感染症の影響を受ける村内事業所及び村民のみなさまの生活を支援することを目的に配
付している『なかじま輝らメキ商品券』【第3弾】に関して、ご案内いたします。

˕ダンボールはきらっしぇでご用意いたします。
　ʢ��αイζ	ॎ���NNʷ横���NNʷߴ���NNʣʣ
˕഑ૹґཔ͸ɺお一人様１日２箱まで可能Ͱ ʢ͢ཌ೔リηοτ͞Ε·͢ʣɻ
˕福島県内の配送依頼は不可ͱ͍͖ͤͯͨͩ͞·͢ɻྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ɻ
˕গྔͷ഑ૹ͸ɺ഑ૹ中ͷഁଛ౳ʹ͕ܨΓ·͢ͷͰ͝ԕྀ͍ͩ͘͞ɻ

【営業時間】
ด໳ʣ࣌後̑ޕʢறं場͸࣌後̒ޕʙ࣌��前ޕ
ຖि水༵ఆٳ೔ʢॕࡇ೔ΛؚΉʣ
Γ͋ߋมؒ࣌ۀɺӦۀٳ࣌ྟ˞�
ͳ͔͡·࢈௚͖ؗΒͬ͐͠�ὸ̑２�３４３４

【利用期間】 令和４年６月４日（土）～８月31日（水）

【輝らメキ商品券取扱店】
　商品券同封のリーフレットもしくは村ホームページをご覧ください。

【対象者への商品券配付について】
　令和４年５月１日現在中島村住民基本台帳に登録されていた方への簡易書留による郵送は、世帯主様宛に５月
下旬～６月初旬頃までにお届けできるよう手配しております。
　万が一、不在等により配付できず、郵便局保管期間（不在票投函から約１週間）を過ぎてしまった商品券は、
役場にて保管しておりますので、配布対象世帯の世帯員もしくは親族の方がご来庁いただきますようお願いいた
します。また、その際世帯主の方の身分証明書（写し可）とご来庁いただく方の身分証明書及び印鑑をご持参く

ださい。
＜追加配付対象者＞
　令和４年５月２日～６月３日までに出生もしくは転入された方は、各種届を役場に提出する際にお申し出くだ
さい。

なかじまの魅力お届け事業
˞ྩ和２೥౓࣮ࢪʮ中島村ؼলࠔ೉ऀ͍ࢥ΍Γۀࣄʯͱಉ͡内༰Ͱ͢ɻ

中島村民の方が
きらっしぇで購入した物を
県外へ送る際...

‎
配送料(クール便)を
村が負担します
˞ԭೄɾ཭ౡ͸ର৅֎Ͱ͢ɻ

【受付期間】
令和４年６月４日（土）から

100通目の受付もしくは令和４年８月31日（水）
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お知らせ
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ナ
ン
ϛ
ン
シ
Τ
ン

キ
ン
）
」

˞
૭
ޱ
で
の
ৼ
込
の
場
合
、
手
਺

料
は
໔
আ
さ
れ
ま
す
（
̖
̩
̢

利
用
時
は
ৼ
込
手
਺
料
が
ൃ
生

し
ま
す
）
。

౦
๜
ۜ
行
Ҏ
֎
の
金
༥
ػ
ؔ
を

利
用
の
場
合
は
、
ৼ
込
手
਺
料
が

ൃ
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間

̕
月
30
日
（
金
）
ま
で

農
業
者
年
金
受
給
ݖ
者
現
گ
ಧ

は
、
年
金
受
給
ݖ
者
が
年
金
を
受

給
す
る
ࢿ
֨
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
、
ຖ
年
̒
月
に
ఏ

ग़
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

用
ࢴ
は
、
農
業
者
年
金
を
受
給

し
て
い
る
ํ
に
、（
ಠ
）農
業
者
年

金
ج
金
か
ら
̑
月
Լ
०
͝
Ζ
に
ૹ

෇
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ඞ
要
事
߲

を
ه
入
・
ॺ
名
の
上
農
業
委
員
会

へ
ఏ
ग़
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
第
１
次
試
験
日

̕
月
４
日
（
日
）

問
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係

☎
０
２
２
│

２
６
３
│
１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２
│
２
２
１
│
２
０
２
２

▼
そ
の
他

（
１
）
౰
֘
ࢧ
ԉ
金
に
つ
い
て
は
、

෱
ౡ
県
ࠃ
際
՝
の
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ

に
ܝ
ࡌ
し
て
い
ま
す
。

ờ
෱
ౡ
県
ࠃ
際
՝
の
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー

δU
RL

Ở

http://w
w
w
.pref.fukushim

a.
lg.jp/sec/16005e/ukraine-
charity.htm

l

（
２
）
県
で
は
、
県
庁
ຊ
庁
舎

（
１
֊
受
෇
）
ٴ
び
各
஍
ํ
ৼ
ڵ

ہ
（
県
๺
を
আ
く
）
に
ื
金
ശ
を

設
ஔ
し
て
い
ま
す
。

問
福
島
県
国
際
課

☎
０
２
４
│
５
２
１
│
７
１
８
２

ྩ
࿨
̑
೥
౓

ന
Տ
஍
ํ
޿
Ҭ

ࢢ
ொ
村
ݍ
੔
උ
૊
߹
৬
һ
（
大

学
ଔ
ఔ
౓
）
࠾
༻
ީ
ิ
ऀ
ࢼ
ݧ

̎
̌
̎
̎
೥
౓
ࠃ
Ո
ެ
຿
һ

「
੫
຿
৬
һ
࠾
༻
ࢼ
ݧ
」

（
ߴ
ߍ
ଔ
ۀ
ఔ
౓
）ͷ
͓
஌
Β
ͤ

;
͘
し
ま
ウ
ク
ラ
Π
φ
ආ
೉
ຽ

ࢧ
ԉ
ۚ
ʹ
ͭ
い
て

೶
ۀ
ऀ
೥
ۚ
ݱ
گ
ಧ
ͷ

ఏ
ग़
ʹ
ͭ
い
て

ื
　
　
ू
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▼
提
出
期
限

̒
月
30
日
（
木
）

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
５
２
│
３
４
８
７

１
日
Ҏ
߱
も
続
く
場
合
は
、
令
和

̑
年
３
月
31
日
ま
で
の
࣏
ྍ
分
が

助
੒
対
象
。
）

▼
申
請
先

෱
ౡ
県
県
ೆ
保
݈
෱

ࢱ
事
務
ॴ

▼
そ
の
他

県
の
助
੒
を
受
け
た

ํ
で
一
定
の
要
݅
を
ຬ
た
す
ํ
は
、

村
の
ಛ
定
ෆ
೛
࣏
ྍ
費
助
੒
事
業

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ৄ
し

く
は
村
保
݈
෱
ࢱ
՝
（
ὸ
̑
２M

２
１
７
４
）
ま
で
お
໰
い
合
ͤ
く

だ
さ
い
。

問
福
島
県
こ
ど
も
未
来
局
子
育
て

支
援
課
母
子
保
健
係

☎
０
２
４
│
５
２
１
│
８
２
０
５

੫
෦
໳

ὸ
２
２M
７
１
２
̔
（
௚
通
）

（
༧
約
日
લ
日
と
౰
日
の
キ
Ỿ
ン

η
ル
時
に
は
、
キ
Ỿ
ン
η
ル
料
が

ൃ
生
し
ま
す
）

˞
ҩ
ྍ
ػ
ؔ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

݈
߁
保
ݥ
ద
用
֎
で
あ
り
自
費

に
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

１
⁒
౰
Ӄ
通
Ӄ
中
の
ํ
⽅
主
࣏
ҩ

へ
͝
૬
ஊ
く
だ
さ
い
。

２
⁒
౰
Ӄ
通
Ӄ
中
で
な
い
ํ
⽅
ి

話
ٴ
び
メ
ー
ル
に
て
心
ཧ
Χ
ウ
ン

η
ラ
ー
へ
͝
࿈
བྷ
く
だ
さ
い
。

ᶃ
༧
約
ి
話
൪
߸

ὸ
２
２M
２
２
１
１
（
୅
ද
）

受
෇
時
間

̕
⽅
00
Ỗ
12
⽅
30

Φ
ϖ
Ϩ
ー
タ
ー
に
「
心
ཧ
Χ
ウ
ン

η
Ϧ
ン
ά

Ζ
こ
こ
」
と
お
ਃ
し

෇
け
く
だ
さ
い
。

˞
心
ཧ
Χ
ウ
ン
η
ラ
ー
が
ి
話
を

取
れ
な
い
場
合
、
ਃ
し
༁
͝
͟

い
ま
ͤ
ん
が
、
お
か
け
௚
し
く

だ
さ
い
。

ᶄ
メ
ー
ル
で
の
͝
࿈
བྷ
先

skgh.counselor1@

　
　
　
　

shirakaw
a-kosei.jp

お知らせ

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
ෆ
೛

࣏
ྍ
が
保
ݥ
ద
用
と
な
り
、
ಛ
定

ෆ
೛
࣏
ྍ
に
対
す
る
助
੒
制
度
が

ม
わ
り
ま
し
た
。

෱
ౡ
県
で
は
保
ݥ
ద
用
へ
の
ԁ

滑
な
Ҡ
行
の
た
め
、
ෆ
೛
࣏
ྍ
を

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
開
࢝

し
、
年
度
を
ま
た
͙
࣏
ྍ
に
つ
い

て
助
੒
を
行
う
ܦ
ա
ા
ஔ
を
Ҏ
Լ

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
助
成
要
件

ᶃ
対
象
の
࣏
ྍ
⽅
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で
に
開
࢝
し
、
令
和
４
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
̑
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
ऴ
ྃ
す
る
ಛ
定
ෆ

೛
࣏
ྍ
。

ᶄ
助
੒
回
਺
⽅
１
回
ݶ
り
（
令
和

３
年
度
Ҏ
લ
に
行
っ
た
࣏
ྍ
で
、

ط
に
上
ݶ
回
਺
に
ୡ
し
て
い
る
場

合
は
対
象
֎
）

ᶅ
そ
の
ଞ
⽅
年
齢
制
ݶ
、
助
੒
回

਺
の
ߟ
え
ํ
、
助
੒
金
ֹ
等
は
令

和
３
年
度
の
助
੒
制
度
と
ಉ
じ
で

す
。

▼
申
請
期
限

令
和
̑
年
３
月
31

日
ま
で
（
࣏
ྍ
が
令
和
̑
年
４
月

ྩ
࿨
̐
೥
౓
෱
ౡ
ݝ
ಛ
ఆ
ෆ
೛

࣏
ྍ
අ
ॿ
੒
ࣄ
ۀ
ͷ
͓
஌
Β
ͤ

੫
務
ॺ
で
は
、
事
業
者
の
ํ
を

対
象
に
消
費
੫
の
イ
ン
Ϙ
イ
ス
制

度
આ
໌
会
を
開
࠵
し
ま
す
。

આ
໌
会
へ
の
ࢀ
加
に
は
、
事
લ

ਃ
込
（
ਃ
込
ظ
ݶ
⽅
̒
月
15
日

（
ਫ
）
）
が
ඞ
要
で
す
。
な
お
、

定
員
に
な
り
࣍
第
、
ਃ
込
受
෇
を

ऴ
ྃ
し
ま
す
。

▼
日
時

̒
月
22
日
（
ਫ
）
14
⽅

00
Ỗ
15
⽅
00
ま
で

▼
会
場

ന
Տ
੫
務
ॺ
一
֊
大
会

ٞ
室
（
ന
Տ
ࢢ
中
田
̑M
１
）

▼
申
込
先

ന
Տ
੫
務
ॺ
๏
人
՝

▼
相
談
例

・
コ
ロ
ナ
Ւ
で
ෆ
安
な
気
࣋
ち
が

つ
ͮ
い
て
い
る
、
人
の
目
を
気
に

ͤ
ͣ
に
話
し
た
い

・
༑
人
や
৬
場
な
ど
の
人
間
ؔ
܎

や
コ
ϛ
ỿ
ニ
έ
ー
シ
ἀ
ン
の
໰
୊

を
૬
ஊ
し
た
い

・
子
育
て
（
例
え
͹
、
ൃ
ୡ
ো
が

い
児
）
、
学
ߍ
の
ద
応
や
ෆ
ొ
ߍ

な
ど
で
೰
ん
で
い
る

な
ど

˞
ൿ
ີ
ݫ
क
な
の
で
ϓ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
क
ら
れ
ま
す
。

▼
開
室
時
間

ฏ
日
̕
⽅
00
Ỗ
12
⽅
30

　
　
14
⽅
00
Ỗ
17
⽅
00

土
༵
日
（
第
２
・
４
・
̑
）

　
　
̕
⽅
00
Ỗ
12
⽅
30

▼
休
診
日

日
༵
、
ॕ
日
、
第
１
・
３
土
༵
日
、

お
ຍ
（
̔
月
16
日
）
、
年
຤
年
࢝

（
12
月
30
日
Ỗ
１
月
３
日
）

▼
料
金

初
回
80
分

̔
̌
̌
̌
ԁ
（
੫

込
）

２
回
目
Ҏ
߱
50
分

̑
̌
̌
̌
ԁ

（
੫
込
）

ന
Տ
੫
຿
ॺ
͔
Β
ͷ
͓
஌
Β
ͤ

ফ
අ
੫
ͷ
Π
ン
Ϙ
Π
ε
੍
౓
ʹ

ؔ
す
Δ
આ
໌
会

̟
̖
෱
ౡ
ް
ੜ
࿈

ന
Տ
ް

ੜ
૯
߹
ප
Ӄ
「
৺
ཧ
Χ
ウ
ン

η
Ϧ
ン
ά
」
ͷ
͝
Ҋ
಺

෱
ౡ
県
で
は
、
県
内
の
ॅ
宅
に

ଠ
ཅ
ޫ
ൃ
ి
シ
ス
ς
Ϝ
、
ॅ
宅
用

஝
ి
設
උ
を
設
ஔ
し
た
ํ
を
対
象

に
࣍
の
と
お
り
ิ
助
し
ま
す
。

・
ଠ
ཅ
ޫ
ൃ
ి
設
උ
の
場
合
１
̺

̬
౰
た
り
４
ສ
ԁ
（
４
̺
̬
ま
で
、

最
大
16
ສ
ԁ
）

・
஝
ి
஑
設
උ
の
場
合
１
̺
͆
̷

౰
た
り
４
ສ
ԁ
（
̑
̺
͆
̷
ま
で
、

最
大
20
ສ
ԁ
）

・
ి
気
自
動
ं
ॆ
ి
設
උ
（
̫
２

̝
）
の
場
合
上
ݶ
10
ສ
ԁ
（
定

ֹ
）

▼
対
象
者

県
内
の
ॅ
宅
に
ଠ
ཅ

ޫ
ൃ
ి
シ
ス
ς
Ϝ
、
ま
た
は
஝
ి

設
උ
を
設
ஔ
し
た
ݸ
人
ま
た
は
๏

人▼
申
請
期
限

令
和
̑
年
３
月
17

日
（
金
）
ま
で

˞
ิ
助
ਃ
੥
૯
ֹ
が
༧
ࢉ
ֹ
に
ୡ

し
た
場
合
は
、
ظ
間
内
で
あ
っ

て
も
ื
集
を
క
め
切
り
ま
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

一
ൠ
ࣾ
ஂ
๏
人
෱
ౡ
県
࠶
生
Մ
ೳ

Τ
ω
ル
Ϊ
ー
ਪ
ਐ
η
ン
タ
ー

ὸ
̌
２
４M
̑
２
̒M
̌
̌
７
̌

͋
ͳ
ͨ
ͷ
Ո
ʹ
も
ι
ồ
ラ
ồ

ύ
ω
ϧ
΍
஝
ి
஑
を
ઃ
ஔ
し

ま
ͤ
Μ
͔
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お知らせ

令
和
４
年
̒
月
の
制
度
改
ਖ਼
に

൐
い
、
受
給
者
の
利
ศ
ੑ
向
上
を

ਤ
る
た
め
、
ຖ
年
実
施
さ
れ
て
い

た
「
児
童
手
౰
現
گ
ಧ
」
の
ఏ
ग़

が
ݪ
ଇ
ෆ
要
と
な
り
ま
す
（
た
だ

し
、
̙
̫
ආ
೉
者
の
ํ
、
཭
ࠗ
ڠ

ٞ
中
の
ํ
、
施
設
等
受
給
者
に
֘

౰
す
る
ํ
な
ど
は
ఏ
ग़
が
ඞ
要
で

す
）
。

ま
た
、
ಛ
例
給
෇
の
ॴ
ಘ
上
ݶ

が
新
設
さ
れ
、
ॴ
ಘ
が
一
定
ֹ

Ҏ
上
の
ํ
は
、
令
和
４
年
̒
月
分

（
ಉ
年
10
月
ࢧ
給
分
）
か
ら
ࢧ
給

ఀ
止
と
な
り
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課

☎
５
２
│

２
１
７
４

Ն
に
な
る
と
֎
気
Թ
が
上
ঢ
し

೤
中
঱
に
な
る
ํ
が
૿
え
て
き
ま

す
。
೤
中
঱
を
஌
り
、
し
っ
か
り

༧
防
し
、
ָ
し
い
Ն
に
し
ま
し
Ỷ

う
。

①
熱
中
症
と
は

೤
中
঱
と
は
、
室
Թ
や
֎
気
Թ

が
高
い
た
め
に
体
内
の
ਫ
分
や
Ԙ

分
（
ナ
ト
Ϧ
ウ
Ϝ
な
ど
）
の
バ
ラ

ン
ス
が
่
れ
体
Թ
ௐ
੔
ػ
ೳ
が
ಇ

か
な
く
な
り
、
体
に
೤
が
こ
も
っ

て
し
ま
う
ঢ়
ଶ
を
い
い
ま
す
。
主

な
঱
ঢ়
は
、
ଟ
ྔ
ൃ
׼
、
体
Թ
上

ঢ
、
め
ま
い
、
಄
௧
、
ు
き
気
、

か
ら
だ
の
だ
る
さ
で
ॏ
঱
の
場
合

は
ҙ
ࣝ
ো
֐
や
ൃ
׼
の
ఀ
止
、
け

い
れ
ん
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

②
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
人
は
？

・
子
ど
も
は
、
体
Թ
ௐ
੔
ػ
ೳ
が

ະ
ख़
で
、
஍
面
の
র
り
ฦ
し
に
よ

り
大
人
に
ൺ
΂
高
い
Թ
度
に
さ
ら

さ
れ
て
し
ま
う
た
め
஫
ҙ
が
ඞ
要

で
す
。

・
高
齢
者
は
、
体
Թ
ௐ
੔
ػ
ೳ
が

弱
く
な
り
、
の
ど
の
ׇ
き
や
ॵ
さ

を
感
じ
に
く
く
、
自
֮
঱
ঢ়
が
な

い
の
に
೤
中
঱
に
な
る
ة
ݥ
ੑ
が

問
生
涯
学
習
課

☎
５
２
│
２
５
０
３

改
ળ
η
ン
タ
ー
体
育
ؗ
は
Ξ
ス

ϕ
ス
ト
対
策
の
た
め
、
令
和
̑
年

３
月
຤
日
ま
で
࢖
用
ఀ
止
を
༧
定

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
み
な
さ

ま
に
は
͝
ෆ
ศ
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
み
な
さ
ま
の
͝
ཧ
ղ
と
͝
ڠ

ྗ
を
お
ئ
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
３
年
、
෱
ౡ
県
内
に
お
い

て
֎
དྷ
生
෺
で
あ
る
「
π
Ϡ
ハ
μ

ΰ
マ
μ
ラ
Χ
ϛ
キ
Ϧ
」
ٴ
び
「
サ

Ϗ
イ
ロ
ク
ϫ
Χ
ϛ
キ
Ϧ
」
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

༮
஬
が
内
෦
を
食
い
ߥ
ら
す
こ

と
に
よ
り
木
が
ރ
ࢮ
し
て
し
ま
い
、

౗
木
な
ど
を
Ҿ
き
ى
こ
す
Մ
ೳ
ੑ

が
あ
り
ま
す
の
で
͝
஫
ҙ
く
だ
さ

い
。
੒
஬
は
Ն
か
ら
ळ
͝
Ζ
に
ൃ

生
し
ま
す
の
で
、
ݟ
つ
け
た
場
合

は
ൃ
生
日
時
、
ൃ
ݟ
場
ॴ
、
ݸ
体

の
਺
、
ඃ
֐
を
受
け
て
い
る
木
の

थ
छ
や
ຊ
਺
等
を
෱
ౡ
県
自
વ
保

ޢ
՝
ま
で
͝
࿈
བྷ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Մ
ೳ
で
あ
れ
͹
ࣸ
ਅ
ࡱ

Ө
し
、
͝
ఏ
ڙ
く
だ
さ
い
。

あ
り
ま
す
。

③
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
෦
԰
の
Թ
度
を
こ
ま
め
に

ν
ỻ
ỽ
ク
し
ま
し
Ỷ
う
。
28
ˆ
を

௒
え
な
い
よ
う
に
Τ
Ξ
コ
ン
や
ઔ

෩
ػ
を
上
手
に
࢖
い
ま
し
Ỷ
う
。

・
の
ど
が
ׇ
か
な
く
て
も
こ
ま
め

に
ਫ
分
や
Ԙ
分
を
ิ
給
し
ま
し
Ỷ

う
。

・
֎
ग़
の
際
は
、
ྋ
し
い
෰
૷
で

日
よ
け
対
策
を
し
ま
し
Ỷ
う
。

・
運
動
の
際
は
、
無
ཧ
を
ͤ
ͣ
ద

度
に
ٳ
ܜ
を
し
ま
し
Ỷ
う
。

・
ӫ
養
バ
ラ
ン
ス
の
ྑ
い
食
事
と

े
分
な
ਭ
຾
で
体
ௐ
؅
ཧ
を
し
ま

し
Ỷ
う
。

④
熱
中
症
の
応
急
対
応

・
ྋ
し
い
場
ॴ
に
Ҡ
動
し
、
ҥ
෰

を
؇
め
安
੩
に
す
る
。

・
Τ
Ξ
コ
ン
、
ઔ
෩
ػ
、
う
ち
わ

な
ど
で
෩
を
あ
て
て
体
を
ྫྷ
や
す
。

・
ҿ
め
る
よ
う
で
あ
れ
͹
ਫ
分
を

গ
し
ͣ
つ
ස
ൟ
に
と
ら
ͤ
る
。

⑤
こ
ん
な
時
は
迷
わ
ず
救
急
要
請

・
自
ྗ
で
ਫ
分
ิ
給
が
ࠔ
೉
で
、

୤
ྗ
感
や
݇
ଵ
感
が
ڧ
く
動
け
な

い
。

・
ҙ
ࣝ
が
な
い
ຢ
は
、
は
っ
き
り

し
て
い
な
い
（
会
話
が
੒
立
し
な

い
な
ど
）
。

・
全
਎
に
け
い
れ
ん
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
঱
ঢ়
の
あ
る
ํ
を

ൃ
ݟ
し
た
場
合
は
す
͙
に
ٹ
ٸ
ं

を
ݺ
ん
で
く
だ
さ
い
ʂ

「
火
ࡂ
・
ٹ
ٸ
・
ٹ
助
は
１
１
̕

൪
」

問
矢
吹
消
防
署
泉
崎
中
島
分
署

☎
５
３
│
２
９
７
８

な
お
、
੒
஬
を
ั
ま
え
た
場
合

は
ั
ࡴ
に
͝
ڠ
ྗ
く
だ
さ
い
。

▼
ツ
ヤ
ハ
ダ
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

ಛ
௃
⽅
在
དྷ
の
ΰ
マ
μ
ラ
Χ
ϛ
キ

Ϧ
に
ࣅ
て
い
る
た
め
஫
ҙ
が
ඞ
要
。

▼
サ
ビ
イ
ロ
ク
ワ
カ
ミ
キ
リ

ಛ
௃
⽅
サ
Ϗ
৭
の
体
に
ന
い
ൗ
఺
。

໷
行
ੑ
で
ன
間
は
あ
ま
り
ݟ
ら
れ

な
い
。

問
福
島
県
自
然
保
護
課

☎
０
２
４
│
５
２
１
│
７
２
１
０

ZBTFJ!
QSFG�GVLVTIJN

B�MH�KQ

͓
஌
Β
ͤ

児
童
ख
౰
੍
౓
վ
ਖ਼
ʹ
ͭ
い

て
ͷ
͓
஌
Β
ͤ

೤
த
঱
を
༧
๷
し
て
ָ
し
い

Ն
を
ա
͝
し
ま
し
Ỷ
͏
！

վ
ળ
η
ン
λ
ồ
࢖
༻
ఀ
ࢭ
΁
ͷ

͝
ڠ
ྗ
ͷ
͓
ئ
い

֎
དྷ
Χ
ϛ
Ω
Ϧ
Ϝ
γ
ʹ

͝
஫
ҙ
͘
ͩ
͞
い

福島

ඃ֐໦に͸上のΑ͏な୤ग़
ΒΕ·͢ɻݟが޸
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教育委員会つうしん 学校教育課

広報なかじま    R４.６

学校をリードする上学年

～第１回　生徒会総会～ ３年ぶりに

元気な声が園舎内に響いています
滑津小学校

中島中学校 吉子川小学校

中島幼稚園

　４月２８日（木）に児童会総会が行われました。そ
こでは、各委員会委員長が「目標」「活動内容」「年
間計画」を発表し、上学年児童の承認を得る場でもあ
ります。本校では「企画」「運動」「放送」「環境」
「給食」「保健」「図書」の７つの委員会から構成さ
れています。それぞれ創意工夫された活動内容が示さ
れ、委員会活動に対する意欲の高さと責任の強さが感
じられました。
　発表を聞いていた子どもたちの中からは、質問や要
望、日頃の活動のお礼などが交わされました。

　５月６日（金）に令和４年度第１回生徒会総会が行
われました。総会では、生徒会役員を中心に生徒それ
ぞれが役割を担って、説明や質問をする姿がとても素
晴らしかったです。４月に入学した１年生も、緊張し
ながらでしたが落ち着いて話を聞く姿が見られました。
今年度、充実した委員会活動及び部活動が行えるよう
期待したいと思います。

　４月２７日（水）、児童会総会がリモートで行われ
ました。３年ぶりの総会のため、運営を担う６年生に
とっては、一からの準備となりました。
　総会がはじまると、各委員会委員長が年間の活動計
画をわかりやすく説明したり、質問等に的確に答えた
りするなど、６年生それぞれが自分の役割をしっかり
と果たすことができました。
　総会を終え、今年度も６年生を中心とした児童会活
動が活発に行われることに期待をもつことができる１
日となりました。また、下級生にとっては、次年度の
自分たちのあるべき姿を学ぶことができる１日ともな
りました。

　年少児にとっては初めてのことばかりですが、先生
の話をよく聞いて一つ一つ頑張っています。
　年中・年長児は新しい環境（クラス等）の中でも、
活き活きと生活しています。

ࣇຏ͖ͱணସ͑にऔり૊Ή೥গࣃ˛
˝༡۩Ͱ༡Ϳ೥中ࣇ ˝絵ຊをಡΉ೥長ࣇ
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教育委員会つうしん 生涯学習課・児童館

R４.６   広報なかじま

生
涯
学
習
課

令
和
４
年
度
の
ク
ラ
ウ
ン
大
学

開
講
式
並
び
に
第
１
回
講
座
は
、

４
月
19
日
（
火
）
輝
ら
里
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ウ
ン
大
学
開
設

32
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
新
入

生
２
名
を
加
え
、
33
名
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

開
講
式
で
は
、
面
川
教
育
長
か

ら
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
今
年
度
の

委
員
長
の
畠
山
實
さ
ん
、
副
委
員

長
の
佐
々
木
恵
美
子
さ
ん
、
鎗
田

ト
シ
子
さ
ん
ら
が
自
己
紹
介
を
行

い
ま
し
た
。
続
い
て
、
新
入
生
お

二
人
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
ク
ラ
ウ
ン

大
学
の
趣
旨
、
沿
革
、
規
約
、
組

織
等
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

開
講
式
後
、
第
１
回
講
座
と
し

て
、
恒
例
の
村
長
講
話
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
内
容
は
、
今
年
度
の
村

の
主
要
事
業
の
役
場
庁
舎
の
改
築
、

農
道
長
寿
命
化
事
業
、
バ
イ
パ
ス

の
開
通
、
キ
ラ
メ
キ
商
品
券
の
配

布
、
小
中
学
生
の
給
食
費
無
料
化

な
ど
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
高
齢
者
に
と
っ
て
大
切
だ

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て

滑
津
小
、
吉
子
川
小
を
分
け
て
保

育
す
る
分
散
保
育
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
常
に
換
気
を
実

施
し
、
一
人
遊
び
や
、
お
や
つ
の

際
に
は
黙
食
を
す
る
な
ど
の
対
応

も
し
て
お
り
ま
す
。

児
童
が
帰
宅
後
に
は
お
も
ち
ゃ

や
机
・
イ
ス
の
消
毒
な
ど
を
徹
底

し
て
お
り
、
利
用
者
が
安
心
安
全

に
利
用
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
一
人
遊
び
が
中
心
と
な

り
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
様
々
な
検
定

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は

ひ
ら
が
な
、
都
道
府
県
、
慣
用
句
、

お
寿
司
検
定
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
各
自
練
習
に
取
り
組
み
、
マ

ス
タ
ー
認
定
を
目
指
し
て
日
々
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

と
言
わ
れ
て
い
る
「
教
育
、
教
養
、

貯
金
」
を
も
じ
っ
て
、
「
今
日
行

く
、
今
日
用
、
貯
筋
」
の
３
つ
が

実
は
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
こ

と
が
、
た
い
へ
ん
印
象
に
残
っ
た

講
話
で
し
た
。

高齢者に大切な3つを語る村長

受講生が仕上げた大人の塗り絵作品 子ども中心の部の活動の様子

児

童

館

４
月
19
日
（
火
）
輝
ら
里
で

令
和
４
年
度
の
英
会
話
教
室

（Let’s Enjoy English!

）
の

開
講
式
並
び
に
第
１
回
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
24
名
の
学

級
生
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。
講
師
は
、
今
年
度
も
村
の
英

語
指
導
助
手
ニ
コ
ラ
ス
・
マ
ル
ヘ

ロ
ン
先
生
が
務
め
ま
す
。
こ
の
教

室
は
子
ど
も
の
割
合
が
７
割
近
く

を
占
め
て
お
り
、
最
初
の
50
分
間

を
子
ど
も
中
心
の
活
動
を
主
体
と

し
た
時
間
、
そ
の
後
の
30
分
を
大

令
和
４
年
度
絵
画
教
室
は
、
４

月
23
日
（
土
）
12
名
の
受
講
生
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

開
講
式
に
続
き
、
第
１
回
教
室

と
し
て
、
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
の
「
大

人
の
塗
り
絵
」
を
時
間
内
で
も
立

派
に
仕
上
げ
る
取
組
を
行
い
ま
し

た
。
皆
集
中
し
て
制
作
に
向
か
い
、

２
時
間
弱
と
い
う
短
い
時
間
で
作

品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

人
主
体
の
一
歩
踏
み
込
ん
だ
内
容

で
運
営
し
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｅ
！（
英
会
話
）教
室
開
講

「
絵
画
教
室
」
も
開
講

ク
ラ
ウ
ン
大
学

「
開
講
式
・
村
長
講
話
」

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
分
散
保
育

を
実
施
し
て
い
ま
す
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みんなの広場

レ
ッ
カ
ー
に
て
け
や
き
大
樹
を
切
り
倒
し

庭
広
々
と
天
の
開
け
る

土
を
脱
ぐ
ご
と
く
に
半
身
の
り
だ
し
て

春
大
根
の
活
気
う
れ
し
き　
　
　
　
　
　

畠
山

ヒ
サ
子

青
々
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
手
入
れ
す
る

友
の
こ
だ
わ
る
話
に
う
な
ず
く

約
束
を
し
た
か
の
よ
う
に
季
を
教
え

御
用
つ
つ
じ
の
白
咲
き
ほ
こ
る　
　
　
　
　

鈴
木

由
美
子

今
も
な
お
戦
死
し
父
を
思
い
ま
す

い
く
さ
な
き
世
の
憲
法
記
念
日

た
ん
ぽ
ぽ
が
舗
装
路
割
り
て
咲
き
出
し
た

無
理
を
し
な
く
て
い
い
の
よ

ほ
ん
と

八
代

陽
子

▪ Hi, how’s your day been?
　　　❖　やあ、今日はどうだった？
▪ Good thanks. What about you?
　　　❖　いい感じだったよ、ありがとう。君はどう？
▪ We’ve been super busy today. What can I get you?
　　　❖　今日はとても忙しかったよ。僕は君に何を買ってあげようか？
▪ One hamburger, please.
　　　❖　ハンバーガーを1つお願いするよ。
　日本は、挨拶の際に頭を下げるなど、お互いを尊重し合うという独特の文化や習慣で世界的に知られています。しかし、英語圏の
国々にも、日本とはまったく異なるお互いを尊重する独自の習慣があります。
　一例として、オーストラリアやアメリカでは、ラーメンのような麺料理を食べているときでも、食べたり飲んだりしている時に音
を立てることは非常に失礼だと考えられています。このため、ラーメンをすすっている人の音を聞くと、西洋人は非常に不快に感じ
ることがあります。どんぶりやお皿を手に取って口にもってくることも、特にスープを飲むときは失礼と見なされます。スプーンだ
けでスープを飲み終えることがマナーとされます。
　西洋での友人や仕事仲間との挨拶では、双方が一緒に良い未来を望んでいることを示すため、握手をすることが通例です。また、
抱擁やキスで親しい友人に挨拶したり、別れを告げたりすることも珍しくありません。
　また、欧米諸国では、見知らぬ人であるにもかかわらず、お店やレストランで、店員と挨拶したり、ちょっとした会話をしたりす
ることが常識とされています。通常、簡単な挨拶が交わされ、人々はお互いの日常について尋ねます。そのような挨拶で、客はその
店が友好的で歓迎していると感じます。そのため、欧米人は会話が期待できない日本の店に入るのに不安を感じることがあります。
　英語圏の国に旅行する場合は、これらの違いを心に留めておいてください。

Etiquette in Australia
～オーストラリアのエチケット～

輝ら里図書室カレンダー

※５月からは貸出期間が３週間から２週間に戻りま
す。返却期限にご注意ください。

文
芸
の
ひ
ろ
ば

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

○ ○ ○ ◎

5 6 7 8 9 10 11

○ × ○ ○ ○ ○ ○

12 13 14 15 16 17 18

○ × ○ ○ ○ ○ ○

19 20 21 22 23 24 25

○ × ○ ○ ○ ○ ○

26 27 28 29 30

○ × ○ ○ ○

６月

○ 開いている日　× お休みの日　◎おはなし会

利用案内

◆開　館　日　　火曜日～日曜日　10：00～ 18：00
　　　　　　（12：00 ～ 13：00 までは閲覧のみ）
◆休　館　日　　毎週月曜日・祝日・年末年始・特別整理期間
◆図書の貸出　　一人 5 冊まで、2 週間以内
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みんなの広場

　５月１日現在 （先月比）
人　口　　４，８６３ （ ＋ ８）
　男　　　２，３８５ （ ＋ ７）
　女　　　２，４７７ （ ＋ １）
世帯数　　１，７０９ （ ± ０）

村 県 民 税 （１期）
～ 納期限は６月 30 日（木）です ～
　　　　納税は遅れず忘れずに！
　　　　納税は口座振替が便利です。
　　　　税務課　☎５２－３４８１

今月のマイナンバーカード受取窓口は

ご希望の方は前日までにご予約ください。

住民生活課　☎52－2112

６月11日（土）
9：00～12：00

●休日当番医　　　※当番医が変更になることがありますので、新聞などで確認してください。

★「小児平日夜間救急医療事業」～白河医師会の小児科医が通常の診療後に交代で診療します～
・対 象 者：中学生（１５歳）以下の子ども　・診 療 日：平日（月曜日～金曜日）
・受付時間：１９：１５～２１：１５　　　　・診療場所：白河厚生総合病院内　小児科外来
※受診前に必ず電話してください。　☎０２４８-２２-２２１１

診　　療　　日 小　　　児　　　科
午前 9時～午後５時

内　科　・　外　科
午前 9時～午後５時

白河歯科医師会
午前 9時～午後５時

６ 月 ５ 日（日） 樋口小児クリニック
☎４２－２０４０

きくち診療所
☎２１－８６７２

内藤歯科クリニック
☎２２－７２５２

６月 12日（日） みうら小児クリニック
☎２８－１００１

白河市表郷クリニック
☎３２－２３１６

国井歯科医院
☎４６－２５５８

６月 19日（日） にしごうキッズクリニック
☎２９－８７２５

田口医院
☎２４－１１１１

吉田歯科クリニック
☎５１－１６６１

６月 26日（日） わたなべ子どもクリニック
☎２１－２１６６

ありがクリニック
☎２１－１３１１

白河みなみ歯科クリニック
☎２４－３７３０

氏　名　　　　保護者　　　　住　所

氏　名　　　　年　齢　　　　住　所

今月はありません

本　宮　フミ子 ９９ 中 島
生田目　イ　チ ９９ 横 町
鈴　木　清　三 ８８ 川 原 田 ４
椎　名　太　吉 ８７ 二 子 塚 １
大和田　カ　ヨ ８３ 迎 久 保

三 瓶　 蒼
あお
遥
は

祐樹 下 大 町
大 越　 千

ち
咲
さ

地広 上 岡 ノ 内

※「誕生」・「結婚」・「お悔やみ」について広報への
掲載を希望されない場合は、窓口への届出の際に
お申し出ください。

「広報なかじま」令和４年５月号に掲載したお悔やみ
の方の氏名に誤りがありましたので、訂正してお詫
びします。
（誤）鈴木　知代子　　　（正）鈴木　千代子

人
口
と
世
帯

今
月
の
納
税

マ
イ
ナ
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４月受付

休日救急医療・歯科当番表
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೔ ݄ Ր ਫ ໦ ۚ ౔
1 2 3 4

献血【村内】
９～ 10 か月児健
康相談、離乳食教
室【保セ】

小学生対象学習会
【児】

日清カップ県南大
会【小】
おはなし会【輝】

5 6 7 8 9 10 11

【温泉・図書室休】

中体連県南総合体
育大会～９日【中】
LEE（英会話）教
室【輝】

午前保育【幼】
小学生対象学習会
【児】

保育参加、歯科指
導（親子）【保】

12 13 14 15 16 17 18
無料法律相談所開
設【福祉】

【温泉・図書室休】

授業参観、懇談会
【滑】
小学生対象学習会
【児】

体操教室（キッズ
クラブ）、ニュース
ポーツ体験（ジュ
ニアクラブ）【児】
クラウン大学、絵
画教室【輝】

19 20 21 22 23 24 25

【温泉・図書室休】

LEE（英会話）教室
【輝】

県南水泳大会【中】 保育参観、役員会
【幼】
小学生対象学習会
【児】

チャレンジカップ
①【児】
絵画教室【輝】

26 27 28 29 30

【温泉・図書室休】

೔ ݄ Ր ਫ ໦ ۚ ౔
1 2

工作教室（キッズ
クラブ）【児】
おはなし会【輝】

3 4 5 6 7 8 9

【温泉・図書室休】

LEE（英会話）教室
【輝】

乳がん検診（予約
制）【保セ】

授業参観・よい歯
の教室【吉】
小学生対象学習会
【児】

新教研【児】
絵画教室【輝】

6月

7月

（予定）

（予定）

カレンダー

ʲอʳʜอҭॴɹ̡ ༮ʳʜ༮ஓԂɹ̡ ɹ̡ߍ௡খֶ׈ʳʜ׈ ٢ʳʜࢠ٢઒খֶߍɹ̡ খʳʜ྆খֶߍɹ̡ தʳʜதֶߍɹ̡ ಐؗɹ̡ࣇʳʜࣇ ෱ࢱʳʜ෱ࢱηϯλʔ
ʲًʳʜًΒཬɹ̡ อηʳʜอ݈ηϯλʔɹ̡ վηʳʜվળηϯλʔɹ̡ Թઘٳʳʜ;Ε͍͋ͷڷԹઘؗٳ日ɹɹ̡ ਤॻࣨٳʳʜًΒཬਤॻࣨؗٳ日

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、行事予定の日程が変更となる場合がございます。

編集・発行　中島村役場・企画振興課　〒961-0192　福島県西白河郡中島村大字滑津字中島西11-1　☎0248(52)2113
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